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１. 計画の改定について 

鐘ヶ淵地区（以下「本地区」という。）では、平成 28 年６月に策定した現行のまちづくり計画に基づ

き、様々なまちづくりの取組が進められてきました。 

こうした取組による効果が現れている一方で、水害対策や老朽木造住宅の解消、地震に関する地域危

険度が５であることへの対応など、防災面での課題が依然として存在します。また、令和４年９月に鐘

ケ淵駅付近が鉄道立体化の事業候補区間へ位置付けられたことで、一層のまちづくりの推進が求められ

ています。 

これらの状況を踏まえ、現行のまちづくり計画を改定し、今後のまちづくりの指針となる行政計画と

して「鐘ヶ淵地区まちづくり計画」を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２. 鐘ヶ淵地区の将来像 

本地区は、人と人とのつながりを大切にしながら、防災対策や住環境改善を進め、「安全・安心」に暮

らせる住環境形成に取り組んできました。そして、これまでの継続的な取組に加え、鐘ヶ淵通りの拡幅

整備や鉄道立体化を見据えたまちづくりが進められることにより、鐘ケ淵駅を中心とした、利便性が高

く、にぎわいのあるまちになることが期待できます。また、昔ながらの街並みと、新たな市街地の風景

が共存することにより、「なつかしさと新しさ」を兼ね備えた、魅力のあるまちになる可能性を持ってい

ます。 

本地区に長く住んでいる人や、本地区に新たに住み始めた人をはじめ、本地区に関わる多様な人々と

の協働によるまちづくりを進めることで、誰もが「すみよい」と思えるまちを実現することを目指し、

本地区の将来像を次のように定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３. まちづくりの６つの視点と目標 

本地区での将来像を実現するために今後本区が行う取組の方針を、６つの視点として整理しました。 

なお、本計画では、計画に基づく取組の実施による物理的なまちの変化だけでなく、その変化が地区

住民らに受け入れられ、効果を感じてもらえることを重視します。そのため、「墨田区住民意識調査」の

結果を数値指標として目標に設定し、計画の達成状況を確認することとします。 
 

 

 

将来のまちの姿や広域的なネットワークの実現を視

野に、交通の利便性及び安全性の向上を目指します。 

（１）地区内道路の交通環境改善 

・駅周辺の交通集中緩和のための鐘ヶ淵地区内
を環状につなぐ（仮称）リング道路の整備 

・地区内幹線道路・主要生活道路の整備 
・鉄道立体化の促進 
・鐘ヶ淵通りの拡幅整備の促進 
 

（２）乗り換え利便性の向上 

・駅前広場の整備 
・交通結節機能の強化に向けた取組  
※交通ネットワークの方向性については p２右面に整理しています。 
 

 

 

地震、火災、水害等の大規模災害に備え、壊れない、

燃えない、逃げ遅れないまちの実現を目指します。 

（１）地震・火災への対応 

・不燃建築物等への建替え促進 
・緊急車両の通行や避難行動等を円滑にするため
の地区内道路の整備 

・防災性向上に資する公園・広場の整備 
 

（２）水害への対応 

・治水対策（国及び都への要望） 
・広域避難対策（避難に関する啓発・周知活動） 
・高台まちづくりなど、ハード・ソフト両面での
水害対策の強化 

 

 

 

駅を中心とした、歩いて楽しめるにぎわいのネット

ワークを形成し、駅周辺の活気を地区全体へ波及させ

ることで、生き生きとしたまちの実現を目指します。 

（１）駅を中心としたにぎわい機能の誘導 

・駅周辺における共同化の検討と生活サービス
機能の誘導 

・公共空間等を活用した人が集まる仕組みづく
りの研究 

 

（２）にぎわい拠点を核とした周辺への波及 

・にぎわい（商業・サービス）機能の誘導 
・鉄道敷地におけるにぎわい軸の形成 
・公共用地や公共空間の利活用によるにぎわい
誘導 

視点 1 交通ネットワークを整える 

  

視点２ 災害に備える 

  

視点3 にぎわいをつなぐ 

  

なつかしさ 地区の魅力である下町らしさ、地区の歴史、長く住んでいる人 

新しさ 生まれ変わる駅周辺、新たに住み始めた人 

交わる 新旧市街地の共存による魅力向上、多様な人が交流・共存する環境 

安全・安心 燃えない・壊れないまちづくりの推進、防災性向上による安全性・安心感の向上 

すみよいまち 誰もが暮らしやすい・住みたいと思えるまち 

■将来像に込めた要素 

図１ 駅前広場の整備イメージ 

 

図２ 総合的な水害対策のイメージ 

 

STEP２ にぎわい拠点を核とした周辺への波及 

＜計画期間等＞ 

本計画は今後、おおむね 10 年間を目安に取り組んでいく事項を中心に整理します。また、国や都の

動向に対応し、本計画策定からおおむね 10 年後を目安に計画の改定を行うこととします。 

 

平成 28 年改定 
鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり計画 

令和７年改定 
本計画（現在） 

おおむね 10 年後に 
改定予定 

将来 

なつかしさと新しさが交わる 安全・安心 すみよいまち 

■地区の将来像 
図３ 「にぎわいをつなぐ」イメージ 

 

＜計画の章構成＞ ・第１章 鐘ヶ淵地区まちづくり計画とは 

・第２章 鐘ヶ淵地区の現状と課題 

・第３章 鐘ヶ淵地区の将来像と６つの視点 

・第４章 今後のまちづくりの進め方 

・交通ネットワークの方向性 

STEP１ 駅を中心としたにぎわい機能の誘導 
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地区内の公園や地区周辺の荒川四ツ木橋緑地、東白

髭公園など、地区内外の豊かな水とみどりを享受でき
る、うるおいのあるまちを目指します。 

（１）水と  りへのアクセ 性の向上 

・隣接地に広がる大規模公園や荒川等のみどり
へ移動しやすい環境の整備 

 

（２）  ・広場の   

・ポケットパーク等の整備 
・駅前広場の整備に伴う憩いの空間の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様なライフスタイルに対応し、誰もが安心して 
住み続けられる、魅力ある快適なまちを目指します。 

（１）子育て世帯 若年夫婦世帯に選ばれ 居住地づくり 

・まちづくりルールの導入検討や住まいの取得
支援、子育て支援施設の整備による良質な生
活環境の形成 

 

（２）住 続けられ ための仕組 づくり 

・コミュニティ住宅等の整備 
・空き家の発生抑制や防犯・防火のための管理
適正化及び利活用の検討 

 

 

 

 

地域特性を生かした、より一層の協働によるコミュ
ニティの形成を目指します。 

（１）地域の魅力を生かしたまちづくり 

・鐘ヶ淵の魅力を区と地域とで共有するための
取組の検討 

・地域主体のまちづくり協議体の立ち上げ 
 

（２）地域コミュニ ィの活性  

・区の事業や公共空間の活用を通じた支援 
・町会等との連携による地域力の向上 
 

 

 

         
 

■交通ネ トワ クの方向性とは 

交通ネットワークの方向性とは、「鐘ヶ淵地区まちづくり計画」で位置付けた「視点１ 交通ネッ

トワークを整える」を今後より詳細に検討していくため、交通面の課題を解消するとともに、鉄道立

体化や鐘ヶ淵通りの整備などの将来的な事業を見据えた、駅前広場（広場機能のあり方）や地区内道

路による交通ネットワークのあり方について、基本的な考え方を整理したものです。 

■交通ネ トワ クの方針 

「安全な交通ネットワークの

形成」や「駅周辺の交通錯綜の

改善」、「地区内南北交通軸の

整備」、「駅前広場の整備」の

４つの視点で交通ネットワーク

の形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後のスケジュール 

 

 

 

 

 

視点４ うるおいを取り込む 

  

視点５ 住環境を維持・向上する 

  

視点６ 地域への愛着を深める 

  

図５ 子育てしやすい市街地のイメージ 

 

図６ 地区住民らによる意見交換のイメージ 

 

交通ネットワークの方向性 

図４ 河川や公園へのアクセス向上の考え方 

 

令和７年３月 パネル展、パブリックコメントの実施による意見収集（～４月） 

６月 墨田区議会６月議会地域産業都市委員会への報告（最終報告） 

 

駅前交差点の 

交通錯綜改善 

避難場所である白髭東地区や 

荒川四ツ木橋緑地へのアクセス性向上の検討 

優先整備路線９号線の

整備の推進 

優先整備路線10号線の

整備の推進 

（仮称）リング道路： 

駅周辺の交通錯綜の改善や、

防災性の向上に向け、優先的

に拡幅整備していく路線  

   駅前広場の 

   整備 

皆が 心して通 でき 空  

子 もたちが 
遊べ 空  

買い しや い環境 

幹線道路

（墨堤通り、水戸街道、

鐘ヶ淵通り、新荒川堤防線）

都市拠点間・区内拠点間を

結ぶ交通の軸

地区内南北交通軸

鉄道立体化を見据えた地区内

南北交通の軸

優先整備路線

６ｍ以上の道路を確保する路線

で、地区内の日常的な交通の

主要動線

主要生活道路など

６ｍ程度の道路を確保する路線

で、歩車共存の動線


